
大

陸
（
南

支
）
　 

仏
印
進
駐
前
の
南
支
軍

賓
陽
・
広
九
作
戦
　 

大
阪
府
　
岩
屋
明
治
　 

広
東
省
北
部
に
あ
っ
た
わ
が
第
十
二
師
団
は
、
攻
勢
に
転
じ

従
化
付
近
に
進
出
、
約
四
千
の
敵
に
大
打
撃
を
与
え
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
南
下
し
て
き
た
敵
を
撃
破
し
ま
し
た
が
、
一
部
は

山
中
に
あ
り
遊
撃
戦
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
翁
英
作
戦

を
発
起
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
翁
源
、
英
徳
に
あ
る
敵

を
捕
捉
殲
滅
し
、
■
介
石
軍
を
瓦
解
さ
せ
る
目
的
で
あ
り
ま
し

た
。我
々
輜
重
兵
第
十
二
連
隊
も
出
動
し
、
昭
和
十
四
年
十
月
十

七
日
、

鐘
落
■
を
出
発
し
て
北
へ
進
む
駄
馬
編
成
で
あ
り
ま
す
。

神
岡
、
従
代
を
通
過
し
て
右
へ
方
向
を
変
え
て
山
岳
地
帯
に
入

り
ま
す
。
道
な
き
山
を
越
え
、
谷
を
越
え
渓
谷
の
岩
や
石
こ
ろ

ば
か
り
で
、
一
人
ぐ
ら
い
が
せ
い
ぜ
い
通
れ
る
細
道
を
渡
っ
た

り
、
登
っ
た
り
、
し
か
も
暗
夜
の
行
軍
で
す
。
携
帯
灯
を
灯
せ

ば
敵
の
攻
撃
を
受
け
て
、
馬
は
崖
か
ら
落
ち
た
り
、
流
さ
れ
た

り
し
て
難
所
を
越
え
な
が
ら
の
夜
明
け
で
す
。

第
十
七
班
長
の
浜
田
上
等
兵
の
内
地
送
還
に
よ
り
進
級
し
た

伊
藤
上
等
兵
を
班
長
代
理
に
し
て
い
ま
し
た
。

一
息
つ
く
間
も
な
く
、
大
難
関
の
牛
頭
嶺
山
の
山
越
え
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
山
は
一
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
は
げ
山
で

木
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
峠
の
道
幅
が
狭
く
て
、
兵
一
人
通
る
の

が
精
一
杯
。
馬
は
荷
が
多
く
な
か
な
か
前
進
で
き
ま
せ
ん
。
三

時
間
も
待
ち
く
た
び
れ
て
、
夜
が
明
け
、
よ
う
や
く
牛
頭
嶺
の



峠
を
く
だ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

峠
下
の
集
結
地
に
到
着
し
、

夕
方
六
時
ご
ろ
中
隊
は
前
線
部
隊
追
及
の
た
め
の
夜
行
軍
で
す
。

や
っ
と
の
こ
と
で
呂
田
に
到
着
し
て
野
営
で
す
。
呂
田
に
は
川

が
流
れ
て
、
川
全
体
に
温
泉
が
湧
い
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
戦

塵
を
洗
い
落
と
し
ま
し
た
。

翌
朝
、
梅
杭
県
を
目
指
し
て
の
行
軍
で
す
が
、
敵
が
破
壊
し

た
橋
を
越
え
て
夕
方
薄
暮
の
こ
ろ
梅
杭
県
城
に
入
城
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
待
機
し
て
命
令
あ
る
ま
で
宿
営
で
す
。
今
日
は
昭
和
十

四
年
十
二
月
三
十
一
日
の
大
晦
日
で
、
故
国
の
正
月
を
偲
ん
で
、

餅
米
探
し
に
懸
命
で
し
た
。
我
が
第
三
小
隊
第
七
分
隊
は
餅
米

が
徴
発
で
き
、
第
三
小
隊
全
体
も
無
事
正
月
の
餅
に
あ
り
つ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
回
目
の
餅
が
つ
き
上
が
っ
た
こ
ろ
、
前
線
の
状
況
が
一
変

し
て
、
三
十
分
以
内
に
出
発
行
軍
す
べ
し
と
の
命
令
で
す
。
急

い
で
、
で
き
た
餅
は
馬
糧
袋
や
水
■
や
鞍
■
に
詰
め
込
ん
で
出

発
準
備
完
了
。

故
郷
を
離
れ
て
三
年
目
の
正
月
は
、
お
こ
わ
を
頬
張
り
な
が

ら
の
出
発
で
す
。
朝
日
が
差
す
こ
ろ
軍
公
路
に
出
ま
し
た
。
後

方
に
山
砲
が
あ
っ
て
前
進
中
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
午
後
二
時
ご

ろ
広
東
集
結
、
転
進
の
命
令
が
入
り
ま
し
た
。
今
度
は
広
東
を

目
指
し
て
の
急
行
軍
で
す
。
昭
和
十
五
年
一
月
二
十
一
日
、
広

東
集
結
完
了
。
こ
の
間
五
百
キ
ロ
く
ら
い
の
行
程
を
踏
破
し
て

い
ま
す
。

二
十
二
日
、
弾
薬
、
糧
秣
、
被
服
受
領
。
馬
具
の
手
入
れ
、

蹄
鉄
取
り
換
え
、
そ
の
他
を
二
日
間
で
終
わ
っ
て
、
各
部
隊
は

駄
馬
編
成
で
珠
江
下
流
の
黄
浦
港
よ
り
乗
船
し
て
広
西
省
の
都
、

南
寧
欽
県
へ
の
出
港
で
す
。

我
が
中
隊
は
黄
浦
港
よ
り
上
陸
用
舟
艇
で
欽
江
入
口
の
欽
県

へ
上
陸
し
、
一
路
南
寧
目
指
し
て
の
急
行
軍
で
す
。
欽
県
を
出

発
し
て
三
時
間
ぐ
ら
い
で
丘
陵
の
草
原
地
帯
に
出
ま
し
た
。
そ

の
途
端
に
風
と
砂
塵
で
目
も
口
も
開
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

タ
オ
ル
で
顔
半
分
被
覆
し
ま
し
た
が
、
兵
や
馬
の
ま
つ
毛
や
鼻
、

口
は
砂
塵
で
真
っ
黄
色
で
す
。
口
の
中
は
砂
で
じ
ゃ
り
じ
ゃ
り

す
る
し
、
自
動
車
が
通
過
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
呼
吸
も
で
き
な

い
く
ら
い
で
す
。

途
中
の
峠
で
輜
重
の
自
動
車
隊
の
車
輌
十
五
台
が
敵
敗
残
兵

の
襲
撃
で
無
残
に
も
焼
か
れ
た
残
骸
が
あ
り
ま
し
た
。

中
隊
は
、

広
西
省
の
都
、
南
寧
の
手
前
、
橋
の
下
に
夜
の
九
時
ご
ろ
到
着



し
ま
し
た
。

南
寧
の
手
前
二
十
五
キ
ロ
ぐ
ら
い
に
三
叉
路
が
あ
っ

て
仏
領
印
度
支
那
―
柳
州
に
通
ず
る
道
路
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

三
叉
路
の
周
辺
の
草
原
の
中
央
部
に
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い

か
ら
七
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
奇
岩
が
周
囲
五
十
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
り
そ
そ
り
た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
岩
山
が
い
ろ

い
ろ
な
形
態
に
見
え
る
の
で
、
い
つ
ま
で
眺
め
て
も
恐
ら
く
飽

き
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
景
色
こ
そ
美
観
で
あ
り
奇

観
で
あ
り
、
筆
舌
で
表
現
で
き
な
い
絶
景
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
中
国
の
墨
絵
、
南
画
に
あ
る
風
景
そ
の
も
の
で
す
。

待
機
す
る
こ
と
二
時
間
半
あ
ま
り
、
永
淳
、
古
城
、
賓
陽
に

向
か
う
戦
闘
追
撃
で
、
各
部
隊
は
一
月
二
十
八
日
、
西
江
河
畔

堤
防
上
を
行
軍
し
ま
し
た
。
中
隊
も
夜
中
一
時
半
ご
ろ
よ
り
出

発
、
行
軍
開
始
、
ま
も
な
く
暗
闇
の
な
か
を
黙
々
と
夜
行
軍
で

す
。
横
に
は
五
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
戦

車
壕
の
連
続
で
す
。
四
キ
ロ
（
一
里
）
進
む
の
に
三
時
間
を
要

し
ま
し
た
が
中
国
軍
の
防
備
が
い
か
に
周
到
に
行
わ
れ
た
か
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

次
の
渡
河
地
点
、
永
淳
に
到
着
し
た
の
は
正
午
ご
ろ
で
、
夜

が
明
け
て
か
ら
対
岸
の
土
手
を
見
れ
ば
無
数
の
避
難
壕
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
堤
防
の
下
に
は
三
十
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
土

民
の
食
糧
や
布
団
、
毛
布
な
ど
が
あ
り
、
住
居
壕
が
ざ
っ
と
四
、

五
十
個
ぐ
ら
い
あ
り
ま
し
た
が
、

人
影
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

部
隊
は
山
田
工
兵
隊
が
架
橋
し
た
軍
橋
を
渡
河
し
て
、
賓
陽

方
面
へ
大
迂
回
作
戦
に
急
行
軍
の
三
日
間
の
連
続
で
す
。
昼
夜

兼
行
の
た
め
兵
も
軍
馬
も
疲
れ
き
っ
て
い
ま
す
が
、
各
部
隊
と

も
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。
三
日
早
朝
、
賓
陽
の
大
草
原
に
到

着
し
、
早
速
、
糧
秣
、
弾
薬
の
補
給
を
し
ま
し
た
。
重
機
関
銃
、

迫
撃
砲
、
山
砲
、
平
射
砲
の
一
斉
攻
撃
の
た
め
砲
弾
の
音
は
朝

の
静
寂
を
破
っ
て
響
き
渡
り
ま
し
た
。
戦
闘
は
ま
す
ま
す
激
し

さ
を
増
し
、
四
時
間
ほ
ど
続
き
、
輜
重
隊
も
補
給
の
任
務
を
終

え
て
後
方
待
機
と
な
り
ま
し
た
。

さ
し
も
の
頑
強
に
抵
抗
し
た
敵
軍
団
も
わ
が
軍
が
突
破
口
を

開
い
た
方
へ
雪
崩
を
打
っ
て
敗
走
し
ま
し
た
。
戦
車
隊
、
騎
兵

隊
は
こ
れ
を
追
撃
し
ま
す
。
狼
狽
し
た
敵
は
多
数
の
死
体
を
残

し
て
上
林
方
面
へ
敗
走
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
闘
で
敵
の
死
傷
者

は
二
万
五
千
人
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
激
し
か
っ
た
賓
陽
大
作

戦
で
多
大
の
戦
果
を
納
め
て
、
南
寧
に
向
か
っ
て
引
き
揚
げ
の

た
め
行
動
を
開
始
し
ま
し
た
。



兵
力
は
日
本
軍
が
三
個
師
団
、
約
六
万
人
、
敵
側
は
十
個
師

団
約
十
万
人
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
作
戦
に
台
湾
軍
の
混

成
旅
団
桜
田
兵
団
桜
田
中
将
閣
下
指
揮
で
南
寧
を
掃
討
し
て
北

上
し
、
一
唐
、
二
唐
、
三
唐
、
四
唐
、
五
唐
、
六
唐
、
七
唐
、

八
唐
、
九
唐
と
占
領
し
て
、
賓
陽
大
平
原
に
進
出
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
わ
が
第
十
八
師
団
が
賓
陽
大
作
戦
に
多
大
の

効
果
を
与
え
た
こ
と
は
、
こ
の
作
戦
の
意
味
深
さ
、
い
か
に
大

事
な
作
戦
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

海
南
島
掃
討
作
戦
は
、
歩
兵
二
個
連
隊
と
山
砲
一
個
中
隊
、

迫
撃
砲
一
個
中
隊
、
工
兵
が
一
個
中
隊
、
騎
兵
一
個
中
隊
、
わ

が
輜
重
兵
連
隊
か
ら
は
第
一
中
隊
だ
け
が
参
加
し
ま
し
た
。
欽

県
か
ら
海
南
島
海
口
付
近
集
結
で
す
。

欽
県
の
欽
江
か
ら
上
陸
用
舟
艇
に
乗
船
、
海
口
砲
台
付
近
に

無
血
上
陸
し
て
、
海
口
を
既
に
占
領
し
て
い
た
海
軍
陸
戦
隊
司

令
部
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
一
番
先
に
瓊
州
県
城
を
占
領
し
ま

し
た
。
三
月
一
日
か
ら
八
日
ま
で
は
海
南
島
北
部
地
区
掃
討
第

一
期
作
戦
参
加
で
す
。
引
き
続
き
九
日
よ
り
三
月
二
十
日
ま
で
、

海
南
島
北
部
地
区
第
二
期
掃
討
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。

海
南
島
は
内
地
の
四
国
と
同
じ
く
ら
い
の
面
積
で
す
が
、
海

岸
線
に
は
熱
帯
植
物
が
生
い
茂
る
以
外
は
、
カ
ル
ス
ト
（
石
灰

岩
の
）
台
地
が
多
く
、
山
口
県
の
秋
吉
台
周
辺
の
地
形
と
似
通
っ

て
い
ま
す
。
山
中
に
入
れ
ば
熱
帯
植
物
ば
か
り
で
、
水
が
少
な

い
の
で
、
飯
盒
炊
さ
ん
す
る
の
に
困
り
果
て
ま
し
た
。
そ
の
た

め
椰
子
の
実
を
割
っ
て
、
そ
の
水
で
飯
を
炊
き
ま
し
た
。
島
に

は
大
き
な
ヒ
ヒ
が
棲
息
し
て
、
馬
が
襲
わ
れ
た
の
に
は
困
り
ま

し
た
。
こ
の
動
物
は
サ
ル
科
の
哺
乳
類
で
、
口
先
が
突
出
し
、

先
端
に
鼻
孔
が
あ
っ
て
、
四
肢
で
歩
き
、
凄
く
凶
暴
性
が
あ
る

の
で
す
。

南
方
は
ど
こ
で
も
暑
い
の
で
す
が
、
海
南
島
に
は
毎
日
三
回

ぐ
ら
い
ス
コ
ー
ル
が
あ
る
の
で
さ
ほ
ど
暑
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。三
月
二
十
一
日
、
海
口
集
結
で
す
。
四
月
四
日
、
広
東
、
東

山
地
区
に
帰
営
し
て
、
五
日
よ
り
広
東
地
区
の
警
備
と
輸
送
の

任
務
に
就
き
ま
し
た
。
六
月
二
十
三
日
、
東
山
地
区
出
発
、
広

九
鉄
道
線
路
沿
い
に
南
下
し
て
石
龍
、
石
灘
で
各
部
隊
と
合
流

し
て
広
九
作
戦
行
動
の
開
始
で
す
。

ま
ず
東
莞
を
占
領
し
て
大
朗
墟
、
田
心
を
攻
略
し
、
他
の
一

部
隊
は
錦
厦
を
激
戦
の
末
占
領
し
ま
し
た
。
中
隊
は
南
下
す
る



歩
兵
部
隊
を
追
及
、
樟
木
頭
を
過
ぎ
、
右
石
■
を
過
ぎ
ま
し
た

が
、
敵
は
次
か
ら
次
か
ら
橋
梁
を
爆
破
し
ま
し
た
の
で
渡
河
に

手
間
取
り
、
何
日
も
難
渋
な
行
軍
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
暑
さ
は
四
十
五
度
ぐ
ら
い
も
あ
る
の
で
汗
は
出
る
し
喉
は

か
ら
か
ら
で
す
。
や
っ
と
の
こ
と
で
平
ら
な
道
に
辿
り
着
き
ま

し
た
。
西
側
に
は
果
樹
園
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
六
月
、
陸
軍
曹
長
に
任
官
、
第
一
中
隊
本
部
付

を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
ま
で
世
話
に
な
っ
た
第
三
小
隊
全

員
に
感
謝
し
て
、
本
部
で
は
馬
匹
の
専
門
係
に
な
り
ま
し
た
。

本
部
に
は
獣
医
室
、
医
務
室
、
経
理
が
あ
り
ま
す
。
私
は
馬

係
専
門
で
す
か
ら
作
戦
の
折
は
獣
医
室
と
行
動
を
共
に
し
て
お

り
ま
し
た
。
両
側
の
畑
に
は
ラ
イ
チ
、
龍
眼
な
ど
の
果
物
で
甘

酸
っ
ぱ
い
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
一
枝
折
っ
て
戦
友
と
分
け

合
い
な
が
ら
の
行
軍
で
、
水
分
が
多
く
、
と
ろ
り
と
し
た
そ
の

味
は
格
別
で
、
生
き
返
っ
た
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

宝
安
県
の
市
街
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
敵
の
拠
点
も
間
近
で

す
。
宝
安
県
城
一
番
乗
り
は
竹
下
部
隊
（
小
倉
編
成
）
で
、
城

頭
高
く
日
章
旗
が
翻
っ
て
お
り
ま
す
。
宝
安
の
南
頭
市
に
宿
営
、

翌
日
深
■
国
境
へ
前
進
で
す
。
そ
こ
は
九
龍
半
島
か
ら
流
れ
て

き
て
川
幅
は
三
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
川
で
、
広
九
鉄
道
の
終

点
で
す
。
川
の
こ
ち
ら
側
に
は
日
本
兵
の
歩
哨
が
立
っ
て
お
り
、

向
こ
う
側
に
は
英
国
の
歩
哨
が
立
っ
て
い
て
、
英
国
の
歩
哨
が

英
国
製
の
煙
草
を
袋
に
入
れ
て
投
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら

か
ら
は
「
サ
ン
キ
ュ
ー
」
と
い
っ
て
言
葉
を
交
わ
し
ま
す
。

第
三
中
隊
の
伊
藤
隊
は
九
龍
半
島
の
国
境
最
南
端
の
沙
頭
角

の
警
備
に
つ
い
て
い
ま
す
。
第
一
中
隊
は
深
■
国
境
を
引
き
上

げ
て
、
鉄
道
に
て
東
山
地
区
に
集
結
帰
営
し
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
九
月
十
三
日
、

勅
令
に
よ
り
兵
科
は
無
く
な
り
、

陸
軍
上
等
兵
と
改
称
さ
れ
、
十
月
二
十
五
日
、
内
地
帰
還
の
命

令
が
出
ま
し
た
。
広
東
出
発
の
日
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
内
地

に
帰
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
日
の
く
る
の
が
待

ち
遠
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

二
週
間
で
私
物
検
査
が
始
ま
り
、
数
回
の
繰
り
返
し
で
す
。

十
一
月
八
日
が
い
よ
い
よ
出
発
、
そ
し
て
黄
浦
港
ま
で
は
自
動

車
中
隊
の
車
輌
で
行
き
、
広
場
で
憲
兵
立
ち
会
い
の
私
物
検
査

が
行
わ
れ
、
十
二
時
ご
ろ
終
了
し
て
午
後
二
時
乗
船
開
始
で
し

た
。多
く
の
帰
還
兵
で
乗
船
も
時
間
を
要
し
、
夕
方
の
五
時
に
出



港
。
数
々
の
戦
闘
と
苦
労
の
思
い
出
を
残
し
て
、
大
陸
を
離
れ
、

十
一
月
九
日
門
司
港
上
陸
。
直
ち
に
第
十
八
連
隊
の
原
隊
復
帰

し
、
同
日
平
川
隊
へ
編
入
と
な
り
、
十
一
月
二
十
日
、
召
集
解

除
と
な
り
ま
し
た
。

懐
か
し
の
大
阪
の
我
が
家
に
帰
宅
し
ま
し
た
。
翌
日
兄
の
家

へ
行
き
、
仏
壇
に
合
掌
し
て
、
任
務
を
無
事
果
た
し
て
帰
る
こ

と
の
で
き
た
次
第
を
報
告
し
、
母
や
家
族
皆
が
涙
を
流
し
て
喜

ん
で
く
れ
ま
し
た
。
突
然
の
召
集
解
除
で
、
連
絡
な
し
で
し
た

の
で
驚
い
た
の
も
無
理
あ
り
ま
せ
ん
。
翌
日
、
早
速
親
類
や
友

人
、
知
人
宅
を
訪
れ
て
、
お
礼
や
報
告
を
申
し
述
べ
、
挨
拶
ま

わ
り
を
す
ま
せ
、

そ
の
後
は
兄
の
商
売
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

昭
和
十
六
年
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。
三
年
半
越
し
の
正
月

で
、
物
資
不
足
の
折
で
す
が
雑
煮
を
頂
い
て
内
地
の
正
月
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
正
月
五
日
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
町
内

会
の
副
会
長
さ
ん
の
勧
め
で
兵
庫
県
加
東
郡
福
田
村
出
身
の
女

性
と
見
合
い
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
月
二
日
、
形
ば
か
り
の

結
婚
式
を
挙
げ
た
の
で
す
。
新
婚
生
活
は
五
ヵ
月
、
大
阪
の
天

神
祭
も
間
近
に
な
っ
た
七
月
十
五
日
、
突
然
臨
時
召
集
が
下
り
、

久
留
米
工
兵
第
五
十
六
連
隊
に
召
集
に
な
り
ま
し
た
。

満
州
編
成
の
独
立
電
信
第
八
十
一
中
隊
に
編
入
。
こ
の
中
隊

は
有
線
二
個
小
隊
、
無
線
一
個
小
隊
、
器
材
小
隊
一
個
小
隊
、

中
隊
長
は
古
賀
中
尉
、
器
材
小
隊
長
草
野
中
尉
で
、
私
は
草
野

中
尉
の
副
官
に
な
り
ま
し
た
。
器
材
小
隊
の
編
成
は
一
分
隊
は

笠
伍
長
、
二
分
隊
は
中
山
兵
長
、
三
分
隊
は
私
の
戦
友
の
岩
丸

伍
長
で
し
た
。
こ
の
召
集
は
関
東
軍
特
殊
演
習
（
関
特
演
）
で

す
が
、
本
質
的
に
は
南
方
作
戦
準
備
要
員
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

八
月
十
三
日
、
原
隊
出
発
、
久
留
米
駅
よ
り
臨
時
列
車
に
て

正
午
ご
ろ
門
司
駅
到
着
。
市
内
に
一
泊
し
て
、
十
四
日
朝
七
時

ご
ろ
か
ら
船
積
み
し
て
、
夕
方
に
は
門
司
港
を
出
帆
し
て
満
州

の
大
連
港
に
向
か
い
ま
し
た
。
十
七
日
大
連
港
上
陸
、
市
内
精

華
女
学
校
に
一
泊
し
、
十
八
日
は
旅
順
要
塞
を
見
学
。
二
十
日

大
連
よ
り
軍
用
列
車
に
て
林
口
、
一
面
披
、
■
利
、
開
拓
団
村

の
千
振
弥
栄
村
等
の
駅
を
通
過
し
て
、
二
十
二
日
佳
木
斯
駅
に

到
着
し
、
佳
木
斯
医
科
大
学
の
丘
の
記
念
塔
の
仮
設
兵
舎
に
到

着
駐
屯
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
姫
路
第
十
師
団
の
現
役
兵
の
警
備
地
域
で
す
。
中
隊

も
警
備
に
つ
き
、
北
東
興
山
鎮
、
鶴
岡
炭
坑
方
面
に
一
個
小
隊

で
勤
務
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
こ
を
流
れ
て
い
る
川
は
黒
龍
江
の



支
流
で
松
花
江
と
い
い
ま
す
。
十
一
月
末
に
は
川
は
氷
結
し
て

自
動
車
、
戦
車
な
ど
も
氷
が
厚
く
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
張
り
ま

す
の
で
、
平
気
で
通
過
で
き
ま
す
。
昭
和
十
七
年
二
月
二
十
三

日
、
佳
木
斯
を
出
発
、
奉
天
（
現
在
の
藩
陽
）
に
二
十
五
日
到

着
。
部
隊
の
編
成
替
え
が
行
わ
れ
、
電
信
第
八
連
隊
が
で
き
た

の
で
す
。
私
は
連
隊
本
部
付
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

八
月
十
三
日
奉
天
出
発
、
黒
河
省
孫
呉
県
孫
呉
到
着
、
そ
の

後
同
地
に
て
国
境
警
備
に
就
き
ま
し
た
。
中
隊
長
は
多
田
中
尉

が
着
任
。
器
材
小
隊
は
草
野
中
尉
が
内
地
帰
還
と
な
り
、
代
わ

り
に
見
習
士
官
と
交
替
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
二
月
十
五
日
、
電
信
第
八
連
隊
を
除
隊
、
原
隊

の
電
信
第
二
連
隊
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
神
奈
川
県
相
模
原
第

一
連
隊
の
原
隊
に
帰
隊
し
、
三
月
十
日
付
を
も
っ
て
陸
軍
准
尉

に
任
官
し
、
同
日
召
集
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

【
解

説
】

①
　
賓
陽
作
戦

軍
は
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
中
旬
よ
り
「
広
東
北
方
ニ
蠢
動

ス
ル
余
漢
謀
指
揮
ノ
広
東
軍
主
力
ヲ
翁
源
以
南
地
区
ニ
捕
捉
壊

滅
的
打
撃
ヲ
与
エ
一
挙
ニ
敵
軍
ヲ
瓦
解
ニ
導
ク
」
た
め
の
翁
源

作
戦
を
開
始
、
第
十
八
、
第
一
〇
四
師
団
、
近
衛
旅
団
を
以
て

十
二
月
二
十
九
日
翁
源
、
三
十
日
英
徳
を
占
領
し
、
第
四
戦
区

長
官
部
所
在
地
韶
関
五
〇
キ
ロ
ま
で
迫
り
、
反
転
し
た
。（
敵

交
戦
兵
力
約
十
二
万
、
遺
棄
死
体
一
万
六
千
、
捕
虜
、
捕
獲
兵

器
等
多
数
）

反
転
理
由

軍
は
十
二
月
末
ご
ろ
か
ら
「
南
寧
付
近
ノ
蝟
集
ス
ル
敵
ヲ
撃

滅
」
す
る
（
第
五
師
団
の
南
寧
攻
略
戦
の
犠
牲
大
で
あ
り
、
中

国
軍
の
本
格
的
大
攻
勢
あ
り
）
作
戦
を
決
定
し
、
翁
英
作
戦
か

ら
帰
還
す
る
軍
主
力
を
逐
次
転
用
す
る
計
画
を
進
め
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
南
寧
奪
還
を
重
視
す
る
■
介
石
は
中
央
軍
第
一

九
〇
師
団
を
追
加
投
入
し
、
賓
陽
北
方
五
〇
キ
ロ
の
遷
江
（
第

十
六
軍
集
団
司
令
部
）
に
て
、
自
ら
作
戦
指
導
を
し
て
い
た
。

一
月
一
日
、
反
転
開
始
し
た
軍
主
力
は
、
海
路
欽
県
に
輸
送

さ
れ
、
兵
站
自
動
車
隊
も
不
眠
不
休
で
一
月
二
十
七
日
予
定
補

給
量
を
南
寧
に
集
積
し
た
。

二
十
二
日
近
衛
旅
団
は
七
塘
付
近
、

第
十
八
師
団
も
南
寧
南
側
に
集
結
。

安
藤
軍
司
令
官
は
、
決
戦
時
期
を
一
月
下
旬
、
主
決
戦
方
面



を
賓
陽
南
方
地
区
と
す
る
「
会
戦
指
導
方
策
」
を
策
定
し
た
。

こ
れ
に
対
し
■
軍
は
南
寧
作
戦
の
戦
勝
を
喧
伝
し
攻
撃
の
意
志

強
く
、
三
万
の
大
軍
が
大
縦
隊
で
南
下
、
こ
れ
を
我
が
独
立
第

二
十
一
飛
行
隊
が
全
力
を
以
て
攻
撃
、
そ
の
前
進
阻
止
に
努
め

た
。軍
司
令
官
は
「
本
作
戦
ノ
成
否
ハ
一
ニ
懸
カ
リ
テ
明
一
日
ノ

決
戦
ニ
存
ス
将
兵
ソ
レ
力
戦
奮
闘
以
テ
必
勝
ヲ
期
ス
ベ
シ
」
と

各
兵
団
に
激
励
打
電
し
た
。
中
華
民
国
の
国
防
部
史
政
処
の
編

纂
「
中
国
戦
争
史
略
」
は
『
我
が
第
三
十
八
集
団
軍
司
令
部
は

賓
陽
に
お
い
て
爆
撃
さ
れ
、
各
部
隊
の
連
絡
は
中
断
し
独
立
の

作
戦
状
態
を
形
成
す
』
と
、
我
が
飛
行
第
九
十
戦
隊
（
軽
爆
隊
）

の
賓
陽
爆
撃
が
敵
指
揮
組
織
を
壊
滅
さ
せ
る
重
大
な
戦
禍
を
挙

げ
た
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
十
一
独
立
飛
行
隊
は
重
慶
軍
二
五
二
師
団
の
退

路
を
遮
断
し
た
。
指
揮
混
乱
の
重
慶
軍
の
一
部
は
一
月
二
日
朝

退
却
を
開
始
し
、
地
上
よ
り
は
第
十
八
（
久
野
）
第
五
（
今
村
）

近
衛
（
桜
田
）
各
兵
団
が
敵
を
随
所
に
撃
破
大
打
撃
を
与
え
、

賓
陽
陥
落
、
崑
崙
関
も
回
復
。
第
四
十
四
軍
主
力
は
賓
陽
付
近

に
集
結
、
軍
司
令
官
は
入
城
し
た
。

同
日
午
後
八
時
、
安
藤
軍
司
令
官
は
各
兵
団
に
対
し
「
賓
陽

会
戦
ヲ
終
結
シ
南
寧
付
近
ニ
兵
力
ヲ
集
結
ス
ベ
シ
」
と
下
令
し

た
。
戦
果
と
我
が
損
害
（
一
月
二
十
七
日
～
二
月
六
日
）
は
左
記
の

ご
と
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

遺
棄
死
体
　
　
二
七
、
〇
四
一

捕
虜
　
　
　
　
　
一
、
一
六
七

主
な
鹵
獲
品
　
戦
車
　
　
　
一
九
　
軽
装
甲
車
　
　
　
五

自
動
車
　
　
三
〇
　
野
山
砲
　
　
　
二
〇

速
射
砲
　
　
十
三
　
迫
撃
砲
　
　
　
四
一

重
機
関
銃
　
六
八
　
軽
機
関
銃
　
三
四
八

小
銃
　
　
五
、
七
三
五

我
が
損
害

戦
死
　
　
　
　
二
九
五
　
　
戦
傷
　
　
　
一
、
三
〇
七

し
か
し
、
半
径
十
五
キ
ロ
の
わ
が
包
囲
圏
内
に
在
っ
た
重
慶

軍
は
総
数
二
五
二
師
、
当
然
わ
が
包
囲
網
内
に
な
お
多
数
の
重

慶
軍
が
残
存
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
爾
後
、
塩
田
兵
団
、

坂
田
部
隊
は
武
鳴
平
野
に
出
撃
掃
討
し
、
ま
た
霊
山
に
在
っ
た

第
六
十
四
軍
が
永
淳
方
向
か
ら
我
が
軍
の
後
を
追
っ
て
北
上
し



て
き
て
、
二
月
七
日
、
第
十
八
師
団
が
こ
れ
を
迎
撃
す
る
事
態

も
起
き
た
と
い
う
。

②
　
本
作
戦
後
の
状
況

■
介
石
委
員
長
の
日
本
軍
に
対
す
る
観
察

Ａ
　
日
本
軍
の
戦
術
の
長
所

１
　
「
快
」
備
え
な
き
を
攻
め
、
そ
の
不
意
を
つ
く
。

２
　
「
硬
」
陣
地
を
死
守
し
、
堅
強
に
し
て
抜
け
ず
。

３
　
「
鋭
」
錐
の
如
く
突
進
し
、
勇
猛
邁
進
す
。

Ｂ
　
日
本
軍
の
弱
点

１
　
「
小
」
た
だ
小
兵
力
を
以
て
撹
乱
し
得
る
の
み
。

２
　
「
短
」
た
だ
短
時
間
の
戦
闘
を
な
し
得
る
の
み
。

３
　
「
浅
」
た
だ
三
百
キ
ロ
以
内
の
進
攻
を
な
し
得
る
の

み
。

４
　
「
虚
」
予
備
兵
力
な
く
、
敵
後
方
は
空
虚
な
り
。

我
が
軍
（
第
二
十
二
軍
）
新
配
備
に
対
す
る
攻
撃

Ａ
　
二
月
中
旬
、
早
く
も
重
慶
軍
は
南
下
し
始
め
、
爾
後
我
が

兵
站
線
に
対
す
る
妨
害
な
ど
、
迎
撃
戦
を
活
発
に
展
開
し
た

Ｂ
　
我
が
軍
の
掃
討
作
戦

１
　
第
一
次
西
路
作
戦
（
自
二
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日
、

第
十
八
師
団
）

２
　
江
北
作
戦
（
自
二
月
二
十
三
日
～
二
十
五
日
、

第
五
師
団
一
部
）

３
　
東
路
作
戦
（
自
三
月
十
三
日
～
二
十
六
日
、

台
湾
混
成
旅
団
、
第
五
師
団
各
一
部
）

４
　
第
二
次
西
路
作
戦
（
自
三
月
二
十
六
日
～
四
月
上
旬
、

近
衛
混
成
旅
団
主
力
、
第
五
師
団
一
部
）

③
　
東
支
方
面
軍
の
広
九
作
戦
発
動

方
面
軍
は
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
二
日
、
原
支
隊
を
宝
安
南

方
に
奇
襲
上
陸
さ
せ
、
一
部
の
中
国
軍
を
撃
破
し
、
六
月
三
十

日
深
■
を
攻
略
し
た
。
爾
後
、
同
支
隊
は
、
深
■
、
宝
安
、
沙

頭
角
等
の
国
境
要
地
に
在
っ
て
英
支
国
境
を
完
全
に
封
鎖
し
た
。

七
月
二
十
五
日
、
大
陸
令
第
四
四
〇
号
を
以
て
、
第
一
砲
兵

隊
編
成
、
重
砲
兵
第
一
連
隊
、
独
立
重
砲
兵
二
個
大
隊
、
砲
兵

情
報
第
五
連
隊
、
第
三
牽
引
自
動
車
隊
で
、
独
自
の
砲
兵
隊
は

我
が
軍
最
初
。

同
隊
は
八
月
十
日
内
地
港
湾
発
、
八
月
十
八
日
九
龍
近
く
の



大
産
湾
宝
安
地
区
に
上
陸
。
こ
れ
は
対
英
戦
準
備
も
あ
る
が
、

香
港
に
脅
威
を
与
え
、
対
英
政
策
を
有
利
に
し
よ
う
と
い
う
威

嚇
的
狙
い
も
充
分
に
あ
っ
た
と
い
う
。

④
　
体
験
記
執
筆
者
岩
屋
氏
が
内
地
帰
還
後
、
南
支
方
面
の
状

況
も
、
支
那
派
遣
軍
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
三
月
九
日
、
南
支
軍
隷
下
第
一
〇
六
師
団
の
内

地
帰
還
が
発
令
。

同
年
八
月
三
日
、

第
五
師
団
は
仏
印
国
境
北
部
で
待
機
指
示
。

九
月
五
日
、
大
本
営
南
支
方
面
軍
に
北
部
仏
印
進
駐
発
令
。

九
月
二
十
三
日
、
第
五
師
団
北
部
仏
印
ラ
ン
ソ
ン
攻
略
。

九
月
二
十
六
日
、
西
村
兵
団
北
部
仏
印
海
防
地
区
に
強
行
上

陸
。

十
月
二
十
二
日
、
近
衛
師
団
、
汕
頭
集
結
。
第
十
八
師
団
広

東
集
結
。
第
四
十
八
師
団
海
南
島
集
結
発
令
。

⑤
　
支
那
派
遣
総
軍
、
南
支
方
面
軍
状
況

大
本
営
は
七
月
二
十
四
日
、
大
陸
令
第
四
三
九
号
を
以
て
支

那
派
遣
総
軍
に
対
し
次
の
如
き
命
令
を
下
し
た
。

一
　
大
本
営
ハ
支
那
事
変
ノ
迅
速
ナ
ル
処
理
ヲ
企
図
ス
。
之
ガ

為
敵
継
戦
企
図
ノ
破
摧
ニ
勉
ル
ト
共
ニ
情
勢
ノ
変
化
ニ
応
ズ

ル
第
三
国
戦
備
ヲ
補
給
ス
。

二
　
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
ハ
左
記
ニ
準
ジ
敵
継
戦
企
図
ノ
破

摧
衰
亡
ニ
任
ズ
ベ
シ
。

(1)

～(7)

　
略

三
　
南
支
派
遣
軍
曹
司
令
官
ハ
左
記
ニ
準
ジ
敵
継
戦
企
図
ノ
破

摧
衰
亡
ニ
任
ズ
ベ
シ
。

(1)

　
広
東
付
近
、
汕
頭
付
近
及
北
部
海
南
島
ノ
各
要
地
並
南

寧
～
龍
州
道
ニ
沿
ウ
地
域
ヲ
占
領
シ
、
海
軍
ト
協
同
シ
テ
敵

ノ
補
給
連
絡
路
ヲ
遮
断
ス
。
広
東
付
近
ノ
作
戦
地
域
ハ
概
ネ

恵
州
・
従
化
・
清
江
・
北
江
及
三
水
ヨ
リ
下
流
ノ
西
江
ノ
間

ト
ス
。

(2)

～(5)

　
略

こ
れ
に
よ
り
南
支
派
遣
軍
の
作
戦
範
囲
は
制
約
さ
れ
た
が
、

大
本
営
は
変
転
極
ま
り
な
き
現
下
国
際
情
勢
に
照
ら
し
政
戦
両

略
の
調
整
を
図
り
、
変
化
に
応
ず
る
第
三
国
戦
備
を
補
給
し
て

い
た
と
い
う
。（
北
部
仏
印
戦
・
援
■
ル
ー
ト
遮
断
・
対
香
港

戦
配
備
等
）




